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国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

東
京
地
方
本
部
は
九
月
二
五
日
に
、
発
明
会

館
に
お
い
て
第
六
一
回
定
期
地
方
大
会
を
開
催
し

た
。

　

九
時
三
〇
分
、
稲
荷
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
渡
代
議
員
（
自
動
車
）

を
、
副
議
長
に
は
武
田
代
議
員
（
八
王
子
）
を
選

出
し
大
会
が
始
ま
っ
た
。

　

石
上
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
東
京
交
運

労
協
を
は
じ
め
、
か
け
つ
け
た
多
く
の
来
賓
の

方
々
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。
国

労
弁
護
団
福
田
弁
護
士
か
ら
、
こ
の
間
の
不
採
用

問
題
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
東
日
本
本
部
高
野
委

員
長
あ
い
さ
つ
、
佐
藤
洋
二
団
長
（
日
野
市
）
を

は
じ
め
国
労
議
員
団
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

松
川
書
記
長
か
ら
経
過
及
び
方
針
案
が
提
案
さ

れ
、
昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
組
織
拡
大
表
彰
が
行
わ

れ
た
。
今
年
は
八
王
子
地
区
本
部
と
武
蔵
小
金
井

駅
連
合
分
会
が
表
彰
さ
れ
、
石
上
委
員
長
か
ら
八

王
子
地
区
本
部
熊
田
組
織
部
長
に
表
彰
状
を
、
武

蔵
小
金
井
駅
連
内
堀
分
会
長
に
表
彰
状
と
記
念
品

を
わ
た
さ
れ
、
内
堀
分
会
長
か
ら
は
こ
の
間
の
四

名
拡
大
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

　

財
政
報
告
、
選
挙
告
示
の
あ
と
討
論
に
入
り
、

経
過
で
五
名
、
方
針
で
東
京
闘
争
団
原
田
団
長
か

ら
の
特
別
報
告
を
含
め
一
三
名
の
発
言
が
あ
り
、

安
全
問
題
や
労
働
条
件
改
善
、
平
和
の
問
題
、
不

採
用
問
題
な
ど
様
々
な
報
告
が
行
わ
れ
た
。
特
に

組
織
強
化
・
拡
大
は
ほ
と
ん
ど
の
代
議
員
か
ら
討

論
が
あ
り
、
今
後
一
層
の
前
進
が
期
待
さ
れ
る
。

（
詳
細
は
次
号
）

　

書
記
長
集
約
が
さ
れ
方
針
を
確
立
。
予
算
案
の

承
認
、
ス
ト
権
一
票

投
票
で
ス
ト
権
が
確

立
さ
れ
、
選
管
か
ら

岡
田
会
計
監
査
員
の

当
選
の
報
告
（
千
代

村
会
計
監
査
員
が
退

任
）、
特
別
決
議
・

大
会
宣
言
と
続
き
、

最
後
に
石
上
委
員
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
こ
の
一
年
間
の
闘

い
の
決
意
を
全
員
で

固
め
あ
っ
た
。

国労東京法律相談
・初回は無料（地本負担）
・要予約
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Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
は
四
月
二
六
日
に
開
催
し
た

第
七
八
回
臨
時
全
国
大
会
で
組
織
の
総
意
と
し
て

政
治
的
合
意
事
項
で
あ
る
「
国
鉄
改
革
一
〇
四
七

名
問
題
の
解
決
案
（
四
党
申
し
入
れ
）」
の
受
諾

を
決
定
。
鉄
道
・
運
輸
機
構
と
の
裁
判
上
の
和
解

が
成
立
し
ま
し
た
。
早
期
解
決
を
求
め
る
国
内
世

論
は
、
延
べ
一
二
三
二
本
に
の
ぼ
る
意
見
書
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
政
府
に
解
決
を
迫
る
後
押
し
と

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
八
月
の
政
権
交
代
と
三
党
連
立
政
権
の
発

足
を
、
解
決
の
機
会
と
位
置
付
け
、「
政
治
窓
口
」

で
あ
る
関
係
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
各
政
党
や
政

府
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
、
与
党
三
党
と
公

明
党
が
中
心
軸
と
な
っ
た
政
治
的
解
決
案
が
作
り

だ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
闘
い
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
職
場
・
地
域
に
お
け
る
組
合
員
・
家
族
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
、
闘
争
団
と
そ
の
家
族
を
物
心

両
面
か
ら
支
え
る
カ
ン
パ
等
を
継
続
し
て
い
た
だ

い
た
地
域
・
共
闘
の
仲
間
の
皆
さ
ん
の
存
在
で

す
。
残
さ
れ
た
課
題
の
最
終
解
決
を
目
指
し
組
織

に
集
中
し
、
全
組
合
員
・
家
族
が
結
集
す
る
こ
と

を
訴
え
ま
す
。

　

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
は
、
労
使
の
枠
を
超

え
て
日
常
的
に
検
証
し
、
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
お
い
て
は
「
首
都
圏
輸
送
障
害
低
減
に
向
け

た
対
策
」
を
実
施
。
事
故
・
故
障
件
数
は
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
一
度
発
生
す
る
と
輸
送
障
害
が

拡
大
す
る
な
ど
、
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
過
去
二
年
間
で
六
名
も
の
尊
い
命

が
痛
ま
し
い
労
災
事
故
で
奪
わ
れ
る
な
ど
、「
安

全
の
先
の
安
心
」
と
は
程
遠
い
現
実
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

私
た
ち
は
安
全
対
策
委
員
会
・
業
務
検
証
委
員

会
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
事
実
の
検
証
を
図

る
と
と
も
に
、
安
全
・
仕
事
総
点
検
運
動
を
さ
ら

に
深
度
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
組
合
員
の
労
働
条
件
改
善
、
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
諸
条
件
獲
得
の
闘
い
に
全
力

を
上
げ
、
健
全
か
つ
正
常
な
労
使
関
係
を
築
き
上

げ
、
国
労
組
合
員
が
職
場
で
不
公
平
感
を
感
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
組
織
の
総
力
を
上
げ
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

武
蔵
小
金
井
駅
で
昨
年
加
入
し
た
若
い
仲
間
は
、

も
う
一
人
国
労
に
と
決
意
し
、
八
月
二
三
日
に
若

い
仲
間
を
国
労
に
加
入
さ
せ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

実
践
と
努
力
の
姿
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
に
展
望
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
も
引
き
続
き
「
組
織
拡
大
・
労
働
条
件
改
善
経

験
交
流
集
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
一
年
間

の
総
括
の
場
と
し

て
位
置
づ
け
た
こ

の
交
流
会
で
は
、

仲
間
を
大
切
に
し

あ
い
、
助
け
合
う

職
場
の
取
り
組
み

の
重
要
性
、
労
働

条
件
や
職
場
環
境

の
改
善
に
向
け
た

職
場
活
動
・
分
会
活
動
の
大
切
さ
を
お
互
い
に
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
労
が
、
職
場
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
信
頼
と

き
ず
な
を
定
着
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
若
い
仲
間
た
ち

は
、
国
労
組
合
員
の
仕
事
に
対
す
る
真
摯
な
姿

勢
、
誰
に
対
し
て
も
親
身
に
な
っ
て
心
配
し
相
談

し
て
く
れ
る
信
頼
感
、
何
よ
り
明
る
く
、
楽
し
く

過
ご
せ
る
の
は
国
労
の
先
輩
た
ち
だ
、
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
は
今
、
大
き
く
展
望
の
持
て
る
組
織
へ
と
全

機
関
が
歩
み
出
す
時
期
に
き
ま
し
た
。

   

ま
た
、
戦
後
六
五
年
、
沖
縄
県
民
は
、
基
地
問

題
・
米
軍
問
題
で
今
も
、
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
米
軍
基
地
の
縮
小
撤
去
な

ど
を
求
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
、
平
和
と
民
主
主
義
、
憲
法
擁
護
に
向
け
て
、

全
力
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
来
年
実
施
さ

れ
る
統
一
自
治
体
選
挙
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
労
働

組
合
が
掲
げ
て
き
た
政
治
方
針
の
前
進
を
期
す
る

政
党
と
の
連
携
を
強
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の

最
終
解
決
」・「
健
全
な
労
使
関
係
の
確
立
と
労
働

条
件
改
善
」・「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
」・「
組

織
の
強
化
・
拡
大
」
の
諸
課
題
の
解
決
・
実
現
に

む
け
て
国
労
東
京
地
方
本
部
が
運
動
の
先
頭
に
立

っ
て
奮
闘
す
る
決
意
を
申
し
上
げ
、
執
行
委
員
会

を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

委
員
長
あ
い
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第
一
八
回
目
と
な
る
東
京
地
本
組
織
拡
大
労
働

条
件
改
善
経
験
交
流
集
会
が
八
月
二
八
日
に
三
浦

海
岸
の
マ
ホ
ロ
バ
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

受
付
開
始
と
と
も
に
、
分
割
民
営
化
直
後
の
様

子
を
記
録
し
た
「
闘
い
の
足
跡
」
を
上
映
し
、
若

手
組
合
員
に
国
労
の
歴
史
の
一
端
を
学
習
し
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
後
石
上
委
員
長
か
ら
「
組
織
強

化
・
拡
大
に
向
け
分
会
の
活
性
化
を
し
よ
う
。
一

緒
に
仕
事
を
し
な
が
ら
、
ど
う
信
頼
を
作
っ
て
ゆ

く
の
か
、
ど
う
い
う
努
力
を
し
て
き
た
の
か
共
有

化
し
、
総
括
が
必
要
。
Ｇ
Ｓ
（
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
）
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
と
ど

う
一
緒
に
な
っ
て
前
に
進
む
の
か
考
え
よ
う
」
な

ど
の
開
会
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
東
日
本
本
部
武

田
組
織
部
長
か
ら
は
「
東
日
本
本
部
内
の
組
織
強

化
・
拡
大
の
現
状
と
特
徴
」
に
つ
い
て
報
告
が
さ

れ
た
。

　

続
い
て
取
り
組
み
の
報
告
が
さ
れ
、
武
蔵
小
金

井
駅
連
合
分
会
か
ら
は
「
八
月
二
三
日
に
二
一
歳

の
宮
下
直
樹
君
が
国
労
に
加
入
し
た
。
宮
下
君

は
、『
国
労
の
先
輩
た
ち
は
、
普
段
職
場
で
は
な

か
な
か
声
を
か
け
に
く
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。
し
か

し
、
一
緒
に
旅
行
に
行
っ
て
、
全
く
違
う
明
る
く

楽
し
い
交
流
の
中
で
、
国
労
に
加
入
す
る
決
意
が

で
き
た
』
と
話
し
て
い
る
」
な
ど
の
報
告
や
、
新

鶴
見
機
関
区
分
会
か
ら
は
「
自
分
は
昨
年
加
入
し

た
が
、
そ
の
時
は
職
場
で
は
い
ろ
い
ろ
大
変
だ
っ

た
。
他
労
組
は
国
労
の
悪
口
ば
か
り
。
東
タ
の
時
、

国
労
の
人
は
仕
事
に
厳
し
く
、
し
ぼ
ら
れ
て
も
そ

の
後
飲
み
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
れ
た
。
今
は
、
国
労
で
先
輩
た
ち
と
楽
し

く
や
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
報
告
が
さ
れ
た
。
五

月
に
Ｇ
Ｓ
が
加
入
し
た
柏
駅
連
合
分
会
か
ら
は

「
伊
藤
君
は
他
労
組
に
加
入
し
て
い
た
当
時
、
駅

で
超
過
勤
務
が
多
い
事
を
組
合
上
部
に
話
し
た

ら
、駅
で
『
誰
が
言
っ
た
！
』
と
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
れ
を
国
労
の
人
に
相
談
し
、
加
入
に
至
っ
た
。

分
会
集
会
・
ニ
ュ
ー
ス
・
飲
み
会
な
ど
い
ろ
い
ろ

見
せ
て
き
た
中
で
信
頼
も
あ
っ
た
と
思
う
」
な
ど

の
話
が
さ
れ
、
本
人
か
ら
は
「
他
労
組
の
参
議
院

の
選
挙
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
て
、
正
社
員
登
用
試

験
の
勉
強
が
で
き
な
か
っ
た
。
Ｇ
Ｓ
ア
ン
ケ
ー
ト

も
や
っ
て
、
国
労
も
Ｇ
Ｓ
の
事
を
考
え
て
い
る
。

国
労
の
人
た
ち
は
自
分
の
時
間
を
削
っ
て
私
の
心

配
を
し
て
く
れ
た
。
熱
意
で
加
入
し
た
」
と
い
っ

た
話
が
さ
れ
た
。

続
い
て
Ｇ
Ｓ
組
合
員
か
ら
「
登
用
試
験
に
不
合

格
の
仲
間
が
、
そ
ろ
そ
ろ
他
の
企
業
も
考
え
る
べ

き
か
な
、
と
話
し
て
い
る
。
自
分
も
危
機
感
が
あ

る
。
福
利
厚
生
も
低
く
、
購
入
券
も
少
な
い
。
し

か
し
仕
事
は
変
わ
ら
な
い
。
責
任
あ
る
ポ
ス
ト
に

つ
い
て
い
る
Ｇ
Ｓ
も
い
る
。
不
平
不
満
が
つ
の
っ

て
お
り
、
精
神
的
に
病
ん
で
い
る
人
も
い
る
」
な

ど
労
働
条
件
改
善
へ
の
訴
え
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
分
散
交
流
会
に
移
り
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

の
様
々
な
取
り
組
み
の
突
合
せ
が
行
わ
れ
、
夕
食

を
食
べ
な
が
ら
の
交
流
、
そ
し
て
深
夜
ま
で
各
部

屋
で
の
交
流
は
続
い
た
。

　

二
日
目
は
、
分
散
会
の
内
容
を
全
体
化
・
深
度

化
す
る
た
め
に
、
分
散
会
座
長
等
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
松
川

書
記
長
か
ら
「
組
織
拡
大
へ
の
カ
ベ
は
私
た
ち
自

身
で
作
っ
て
い
る
。
○
○
だ
っ
た
ら
か
わ
い
そ

う
、
と
自
分
で
カ
ベ
を
高
く
し
て
い
る
。
以
前
と

違
い
、
最
近
は
若
手
が
加
入
し
て
も
『
勇
気
を
出

し
て
加
入
』
と
言
わ
な
い
。
勇
気
を
出
す
の
は
私

た
ち
。
私
た
ち
国
労
が
今
後
ど
こ
に
進
ん
で
い
く

の
か
、
そ
の
為
に
も
拡
大
に
力
を
入
れ
よ
う
」
な

ど
の
ま
と
め
が
あ
り
、
最
後
に
石
上
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
拡
大
へ
の
決
意
を
固
め
あ
っ

た
。
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大
宮
車
両
所
分会

 

武
蔵
小
金
井
駅
連
合
分
会
で
は
、
八
月
に
国
労

加
入
し
た
宮
下
直
樹
君
の
歓
迎
会
を
、
九
月
一
七

日
一
〇
時
半
か
ら
開
催
し
た
。

国
労
の
歓
迎
会
で
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
ハ

ン
バ
ー
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
行
わ
れ
、
本
部
鈴
木
総

財
部
長
を
は
じ
め
、
地
本
宮
﨑
組
織
部
長
・
新
井

書
記
、
八
王
子
地
区
本
部
田
中
副
委
員
長
・
横
森

書
記
長
も
出
席
。
ち
ょ
う
ど
八
王
子
へ
来
て
い
た

北
見
闘
争
団
の
水
本
さ
ん
も
顔
を
出
し
、
分
会
か

ら
は
昨
年
国
労
加
入
し
た
岡
本
さ
ん
・
中
嶋
さ
ん

を
は
じ
め
合
計
一
七
名
で
の
歓
迎
会
と
な
っ
た
。

宮
﨑
組
織
部
長
か
ら
は
国
労
手
帳
と
国
労
バ

ッ
ジ
が
手
渡
さ
れ
、
全
体
で
記
念
撮
影
も
行
い
な

が
ら
、
お
い
し
い
ハ
ン
バ
ー
グ
を
つ
つ
き
な
が
ら

の
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
宮
下
君
か
ら
「
一
緒

に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
決
意
も
あ
り
、
盛
り
上
が

っ
た
歓
迎
会
と
な
っ
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
大
宮
車
両
所
分
会
で
す
。
分
会

は
、
一
七
名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貨
物
大
宮
車
両
所
に
は
一
一
二
名
の
社
員
の

他
、
パ
ン
ダ
、
塗
装
業
務
で
七
名
の
社
員
が
車
両

所
内
出
向
に
出
て
い
ま
す
。
現
在
、
従
来
機
関
車

とEH
200

、EH
500

形
式
等
の
新
型
機
関
車
、
Ｍ

250

貨
物
電
車
の
検
修
を
混
在
し
て
行
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

平
成
採
用
者
が
社
員
の
半
数
を
超
え
る
状
況

に
あ
り
、
嘱
託
社
員
も
増
え
続
け
て
い
る
事
か
ら

技
術
、
技
能
の
継
承
と
い
う
点
で
教
育
の
あ
り
方

が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
身
近
な
要
求
は
、
長
年
の
懸

案
事
項
も
含
め
て
集
約
し
会
社
に
対
し
て
要
請
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
検
修
棟
は
、
老
朽
化
が
激

し
く
一
部
改
修
や
塗
装
な
ど
行
わ
れ
て
き
て
い
ま

す
が
規
模
の
大
き
な
設
備
投
資
は
、
要
求
し
て

二
〇
年
以
上
経
過
し
た
現
在
も
そ
の
多
く
は
、
実

現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
分
会
は
、
上
部
機
関
、
貨

物
協
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
運
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

分
会
の
取
り
組
み
と
し
て
執
行
委
員
会
の
定

例
化
、
全
体
集
会
の
開
催
、
分
会
機
関
紙
の
発
行
、

功
績
章
受
賞
者
を
祝
う
会
、
定
年
退
職
者
を
励
ま

す
会
等
を
随
時
開
催
し
組
織
強
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
所
で
す
。
一
昨
年
に
は
、
平
成
採
用
者

の
橋
本
君
が
新
た
に
仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た
が
今

後
も
組
織
拡
大
に
向
け
取
り
組
み
を
強
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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